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3Ep − 5 　 　 　 　 エ ン ドウ幼棚 勿の 発育 に f防 フ ィ ト 知 ム エ お よ び

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ ィ ト ク ロ ム H の壘 的 変 化

　　　　　　　　　　　 ・ 許斐 康嗣 s・2 ・ 安 部　弘 2 ・古 谷 雅 樹 1・2

　 　　　 　　　　 　　　 （1東 大 ・ 理 ・ 植 、 2基 生 研）

　　 ［目的］ 近年 、 明所生 育の エ ン ドウ芽 生 え組 織 中 に は 、 黄化組 織 に 存在す る フ

ィ トク ロ ム （フ ィ トク ロ ム D と は 免疫原性 が異 な る フ ィ トク ロ ム （プ ィ トク ロ ム ID

が 存在 す る こ と が見出され た （Abe　 et　 aL ． ！985） 。 続 い て 黄 化 芽 生 え 組 織 か らも検

出 さ れ た （許斐 ら、 1986、本大会）。 そ れで は 、
エ ン ド ウ腫 舳断片 で 、 吸水 に 伴 っ て

生 成 さ れ る フ ィ トク 賞 ム （1〈onomi 　 et 　 al 。 1985
，

！〈onoini 　 tand 　 Fnruya 　 1986）は 、 ど ち

らの 分子 種 で あ ろ う か 。 そ ttで 本 研究 で LS　． フ ィ トク ロ ム 1 と 1t に対 し て 反応

性 が異な る 2 タ イ プの モ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗 体 を用 い て ．暗 黒下 あ る い は 明 所下 で 培 鐘

し た X ン ド ウ種子 班勸 お よ び幼 植 物 の 、 吸 水 ・発 育 に 伴 う フ ィ トク ロ ム 1 並 び に

フ ィ トク ロ ム H の 出現 と生成 に っ い て 検 討 す る こ と を 讎的 と し た 。

　 　 ［材 料 と方 法 コ （D 種 子 　醐1お よ び 幼 植 物 の 嬉 養 法 と 、 粗 ll出液 の 調 製 ： エ ン

ドウ休 眠 種 子 か ら緡 た班軸 断 片 を、 暗黒 ま た は 白色 光 （6zv　mm 　2）照 射下 、 6．2％寒 天 培

地 上 （25℃ ）で 培養 し た。 ま た、 幼 植 物 は 、吸 水 種 子 をバ ー ミ キ ュ ラ イ ト上 で 生育 さ

せ て 得 た 。

一
定時 間培 養後 の 植 物 材料 に 緩衝 液 （pU7 ，8）を加 え 、 破砕 した 。 残 査 を

取 り除 い た破砕液に ポ リ エ チ レ ン イ ミ ン を加 え て 遠 心 し、 上 消 を 粗抽出液 と し た。

（2）イ ム ノ ア フ ィ ： テ ィ
ー ク ロ マ ト グラ フ ィ

ー
を 　い た 、 フ ィ トク ロ ム ll の 粗

「

　 か ら の 分 画 ； まず 、 フ ィ トク ffム 1 と は 特 異 的 に 反 応 す る が 、 フ ィ トク ロ ム

II と ば 反 廊 し な い モ ノ ク ロ
ーナ ル 抗体 を ア ガ ロ ー ス ビ ーズ に 結 合 さ せ た カ ラ ム を

作 製 した 。次 に 、 こ の カ ラ ム に 粗 抽 出液 を通 し 、 フ ィ トク ロ ム T．をカ ラ ム に 吸着

さ せ 、 流 出分 画 （フ ィ トク ロ ム II 分 1亟）を得 た 。 （3）ELISA に よ る フ ィ ト ク ロ ム （1

一 竃本 研究 の EL王SAは、
一

次抗 体 の 抗 エ ン ドウ フ ィ トク ロ ム ラ ビ

ッ トlgGと 、二 次抗体 の モ ノ ク ロ
ーナ ル 抗 エ ン ドウ フ ィ トク ロ ム マ ウ ス 抗 体 とで 、

標準精 製 フ ィ トク ロ ム 溶液 ま た は 検査 試料申 の プ ィ トク ロ ム を sandwich す る 方 法 を

用 い た 巛 。110Mi 　 etal ．tg85）。た だ し、 フ ィ トク ロ ム 1 の 分析 に は 、 粗 抽 出 液 を用

V丶 フ ィ トク ロ ム 1 特異 的抗体で 検 出 した 。

一 方 、 フ ィ トク ロ ム 11 の 分 析 に は ・

カ ラ ム 流 出分画 （フ ィ トク ロ ム 1［ 分画 ）を用 い て 、 フ ィ ト ク ロ ム 王 と II 両 者に

反 応性 を示 す抗体 に よ り換出 し た 。

　　 ［結果 と考察 ］ 暗所 下培 養 の 場 合、 フ ィ ト ク ロ ム 1 は 時 間 と と も に 増 加 し 、 i

21i＃rdi目で 班軸 当た り約0，2）i　9 に 達 した 。一 方、 フ ィ トク ロ ム Il も徐 々 に 増 加す る

が 、 12時間 昌で は約O ，05μgで あ っ た 。 ま た 、 明所下 培養 の 場 合． フ ィ トク ロ ム 1

は 、 暗所培 養 に 比 べ て そ の 増 加 量 は 少 な く、 フ ィ トク ロ ム H の 増加 は 暗所 の 場 合

と 殆 ど 同 じで あ っ た 。 す な わ ち 、 エ ン ド ウ 種子 班 軸 に お い て は 、明 暗 涌 条 件 下 で 吸

水 に 伴 う、 フ ィ ト ク U ム エ お よ び プ ィ ト ク ロ ム H の 生 成 が 観 察 さ れ る が 、 そ の

生 成 量 は 前者 が光 の 影 響 を受 け 減 少 す る の に 対 し て 、 後 者 の 生 成 量 は 光 の 影 響 を受

け な い こ と が あ き ら か と な っ た。
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